
学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 6

2019/09/30～2020/01/23開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits必修, 選択, 自由／required,

elective, optional
1.0, 2.0/2.0, 0.0/1.0

(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0562020020190562020050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 16071_024

授業科目名／Course title ●健康・スポーツ科学／Science of Health and Sports

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

田井村　明博／Akihiro Taimura, 渡邉　勝平／Watanabe Shiyouhei, 飛奈　美耶子／Miyako
Tobina, 大石　和代／Ooishi Kazuyo, 林田　雅希／Hayashida Masaki, 河野　哲也／Kawano
Tetsuya, 小川　さやか, 古林　正和／Kobayashi Masakazu, 尾崎　幸生／Ozaki Yukio

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

田井村　明博／Akihiro Taimura

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

田井村　明博／Akihiro Taimura, 渡邉　勝平／Watanabe Shiyouhei, 飛奈　美耶子／Miyako
Tobina, 大石　和代／Ooishi Kazuyo, 林田　雅希／Hayashida Masaki, 河野　哲也／Kawano
Tetsuya, 小川　さやか, 古林　正和／Kobayashi Masakazu, 尾崎　幸生／Ozaki Yukio
健康・スポーツ科学科目, Ａ健康コンディショニング科目, 健康・スポーツ科学科目, 自由選択科
目, 査定外

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］本館１２（講義室）教室／Class room

経済学部夜間主コース
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

田井村明博：taimura@nagasaki-u.ac.jp
古林正和：masakazu-f328@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

田井村明博：環境科学部2Ｆ（228）
古林正和：保健・医療推進センター担当教員研究室/Office

田井村明博：095-819-2761
古林正和：095-819-2213担当教員TEL/Tel

木曜日１６時４５分～１７時４５分担当教員オフィスアワー/Office hours
健康や身体運動に関する身体的、生理的特性、またはその社会的側面などについて理解を深め、実
生活で役立つ知識の獲得をねらいとする。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

生活習慣に関連する身体的・精神的疾病の基礎を説明できるようにする。生活習慣と健康、身体運
動と健康の関連性を説明できるようにする。生涯に亘る健康の維持・増進のために、個々の生活習
慣を振り返り、適切な生活習慣を確立することができるようにする。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

毎週の授業ごとのテーマに関するレポートまたは小テストを総合して評価する。毎週のレポートあ
るいは小テストは、10点満点で評価する。15回の合計150点のうち90点以上を合格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

特に予習は必要としないが、毎回授業後に提出するレポートを作成することが復習となる。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

健康、生涯スポーツ、身体運動、生活習慣病、禁煙、心の健康、青年期の性、歯周病キーワード/Keywords
教科書は使用しない。必要に応じて資料を配付する。
参考書：学生と健康，（編）国立大学等保健管理施設協議会，南江堂

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

Y
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

田井村明博：運動と健康第1回

田井村明博：運動と筋肉・エネルギー代謝第2回

飛奈美耶子：体力トレーニング法１第3回

飛奈美耶子：体力トレーニング法２第4回

田井村明博：スポーツの歴史第5回

渡邉勝平：障がい者スポーツ１第6回

渡邉勝平：障がい者スポーツ２第7回

古林正和：青年期に健康を考える第8回

河野哲也：タバコの黒い経済学第9回

古林正和：生活習慣病第10回

林田雅希：心の健康（１）第11回

小川さやか：心の健康（２）第12回

尾崎幸生：歯と歯ぐきの健康第13回

大石和代：青年期の性第14回

田井村明博：総括（まとめ）第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 7

2019/04/08～2019/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0566011020190566011050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 12611_002

授業科目名／Course title ●日本国憲法／The Constitution of Japan

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

井田　洋子／Ida Yoko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

井田　洋子／Ida Yoko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

井田　洋子／Ida Yoko

人文・社会科学科目, 自由選択科目, 人文・社会科学科目, 自由選択科目, 〈教職免許科目・その
他〉

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］本館１１（講義室）教室／Class room

経済学部１年生
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

smile▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部本館５０６担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

金曜日１７時～１８時担当教員オフィスアワー/Office hours
国の根本規範としての憲法の存在意義ならびに基本原理（�普遍的価値とされる基本的人権の尊重
・国民主権・権力分立・違憲立法審査制と、�日本独自の価値である象徴天皇制と絶対的戦争放棄
）を、歴史的、比較法的視点を踏まえ、具体的事例を参考にしながら考察する。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

受講生が．�憲法の基本概念を理解すること、�主権者としての自覚をもち，憲法をめぐる問題を
自身の問題として捉え、考えるようになること、�日本社会だけでなく国際社会の問題に目をむけ
るようになること。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

レポート5０％、定期試験5０％の総合評価。
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

立憲主義、民主主義、国民主権、基本的人権、個人の尊重、キーワード/Keywords
【テキスト】日本語：大隈義和 ・大江正昭『憲法学へのいざない第３版』青林書院
英語：特になし
【参考文献】
 前半・後半共通『ポケット六法』有斐閣等、いずれかの六法書
後半『世界憲法集」岩波書店

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，
修学の妨げとなり得る社会的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り
組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートについては，
担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）
にご相談下さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support▲ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
新聞やテレビ等で日々のニュースに触れ、国内外の状況に通じていることが、この授業を理解する
上で有益である。学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

 憲法とはなにか
 基本概念の把握ー国家、民主主義、立憲主義、法治国家等

 第1回

 憲法制定過程と２つの天皇制 第2回

 国民主権と選挙制度 第3回

 法の下の平等 第4回

 信教の自由と政教分離 第5回

 表現の自由 1第6回

 表現の自由 2 第7回

 人身の自由 第8回

 社会権 第9回

 外国人の人権 第10回

 国家権力の構造̶立法権と行政権の関係 第11回

 司法権 第12回

 憲法9条と戦争放棄 1 第13回

 憲法9条と戦争放棄 2 第14回

 憲法改正問題 第15回

 試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 7

2019/04/08～2019/07/29開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 選択／required, elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05810010201905810010E2

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 11111_001

授業科目名／Course title ●教養ゼミナール／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

教養ゼミナール科目, 自由選択科目, 教養ゼミナール科目, 自由科目（専門）, 自由科目（専門）,
自由選択科目／Elective Courses

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教室／Class room

経済学部夜間主コース指定クラス
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

sigh@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部本館6F 631研究室担当教員研究室/Office

095-820-6372担当教員TEL/Tel

講義時間前後、もしくはメール等によるご希望に応じて時間を調整いたします。担当教員オフィスアワー/Office hours
大学入学以前の教師主導型を主とする学習からの転換を図り，大学における自主的な学習へのオリ
エンテーション機能を果たすことを目標とする。
そのため，知的活動への動機づけを高め，科学的な思考方法と学習・実験のデザイン能力，レポー
トと口頭によるプレゼンテーションとディスカッションを通じて適切な自己表現能力を育てること
を具体的な目標とする。
また,大学での学習の入り口として，学生と教員及び学生相互のコミュニケーションを図り，グルー
プ作りに役立てることも狙いとしている。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

① 知的活動への動機づけを高める。
② 科学的な思考方法と学習・実験のデザイン能力を身につける。
③ レポートと口頭によるプレゼンテーションとディスカッションを通じて適切な自己表現能力を身
につける。
④ 学生と教員及び学生相互のコミュニケーションを図り，ものの見方，考え方の多様性を涵養する
。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

初年次セミナーに対する取り組み方・ディスカッション(初年次セミナーへの積極的な参加，情報の
収集状況・分析など)，プレゼンテーション(わかりやすい資料，話の構成，説得力など)，レポート
(構成，文章表現など)により総合的に評価する。詳細は各クラスの担当教員の指示による。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

必要に応じて指示される課題を行って次回の授業に臨んでください。
調査研究は班毎に校外での活動になることがあります。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

調査研究キーワード/Keywords

各クラス担当教員の指示による。教科書・教材・参考書/Materials

特になし受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション・自己紹介第1回

図書館ガイダンス第2回

テーマ選択と情報収集（説明）第3回

テーマ候補討論第4回

テーマ候補討論・テーマ決定第5回

討論、資料収集第6回

討論、資料収集第7回

討論、発表準備第8回

中間報告会第9回

討論、レポートの書き方(説明)第10回

討論、発表準備・レポート作成（１）第11回

討論、発表準備・レポート作成（２）第12回

プレゼンテーション準備（１）第13回

プレゼンテーション準備（２）第14回

最終報告会第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 7

2019/04/08～2019/07/29開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 選択／required, elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05810010201905810010E3

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 11111_001

授業科目名／Course title ●教養ゼミナール／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

島田　章／Shimada Akira

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

島田　章／Shimada Akira

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

島田　章／Shimada Akira

教養ゼミナール科目, 自由選択科目, 教養ゼミナール科目, 自由科目（専門）, 自由科目（専門）,
自由選択科目／Elective Courses

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教室／Class room

主に経済学部夜間主1年生
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

shimada@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部本館501担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

講義終了直後の20分程度担当教員オフィスアワー/Office hours
大学入学以前の教師主導型を主とする学習からの転換を図り，大学における自主的な学習へのオリ
エンテーション機能を果たすことを目標とする。
そのため，知的活動への動機づけを高め，科学的な思考方法と学習・実験のデザイン能力，レポー
トと口頭によるプレゼンテーションとディスカッションを通じて適切な自己表現能力を育てること
を具体的な目標とする。
また,大学での学習の入り口として，学生と教員及び学生相互のコミュニケーションを図り，グルー
プ作りに役立てることも狙いとしている。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

① 知的活動への動機づけを高める。
② 科学的な思考方法と学習・実験のデザイン能力を身につける。
③ レポートと口頭によるプレゼンテーションとディスカッションを通じて適切な自己表現能力を身
につける。
④ 学生と教員及び学生相互のコミュニケーションを図り，ものの見方，考え方の多様性を涵養する
。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

初年次セミナーに対する取り組み方・ディスカッション(初年次セミナーへの積極的な参加，情報の
収集状況・分析など)，プレゼンテーション(わかりやすい資料，話の構成，説得力など)，レポート
(構成，文章表現など)により総合的に評価する。詳細は各クラスの担当教員の指示による。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

プレゼン・筆記レポートのテーマに応じた紙または電子媒体の資料教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
私にメールを送るのであれば、上記の担当教員メールアドレス宛てに送ってください。またメール
の件名に、「2019年度夜間主・教養ゼミナールの受講者の誰々（氏名）で何番（学生番号）で、用
件は何々（例えば質問」などと書いてください。

学生へのメッセージ/Message for students

N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション第1回
テーマ検討（ディスカッションを含む）

第2回

テーマ決定（ディスカッションを含む）
第3回

『資料収集ガイダンス』参加第4回

資料収集（１）第5回

資料収集（２）第6回

資料整理（ディスカッションを含む）（１）第7回

資料整理（ディスカッションを含む）（２）第8回

プレゼン資料作成（ディスカッションを含む）（１）第9回

プレゼン資料作成（ディスカッションを含む）（２）第10回

筆記レポート作成（１）第11回

筆記レポート作成（２）第12回
プレゼンと全体ディスカッション（１）
筆記レポート提出（１）

第13回

プレゼンと全体ディスカッション（２）
筆記レポート提出（２）

第14回

まとめ第15回

予備日第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 7

2019/04/08～2019/07/29開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 選択／required, elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code05810010201905810010E4

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEFY 11111_001

授業科目名／Course title ●教養ゼミナール／First-Year Seminar

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

藤井　暢人／Masato Fujii

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

藤井　暢人／Masato Fujii

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

藤井　暢人／Masato Fujii

教養ゼミナール科目, 自由選択科目, 教養ゼミナール科目, 自由科目（専門）, 自由科目（専門）,
自由選択科目／Elective Courses

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

fujii▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

本館6階630号担当教員研究室/Office

fujii▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員TEL/Tel
事前にアポイントをとること。
fujii▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください

担当教員オフィスアワー/Office hours

大学入学以前の教師主導型を主とする学習からの転換を図り，大学における自主的な学習へのオリ
エンテーション機能を果たすことを目標とする。
そのため，知的活動への動機づけを高め，科学的な思考方法と学習・実験のデザイン能力，レポー
トと口頭によるプレゼンテーションとディスカッションを通じて適切な自己表現能力を育てること
を具体的な目標とする。
また,大学での学習の入り口として，学生と教員及び学生相互のコミュニケーションを図り，グルー
プ作りに役立てることも狙いとしている。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

① 知的活動への動機づけを高める。
② 科学的な思考方法と学習・実験のデザイン能力を身につける。
③ レポートと口頭によるプレゼンテーションとディスカッションを通じて適切な自己表現能力を身
につける。
④ 学生と教員及び学生相互のコミュニケーションを図り，ものの見方，考え方の多様性を涵養する
。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

初年次セミナーに対する取り組み方・ディスカッション(初年次セミナーへの積極的な参加，情報の
収集状況・分析など)，プレゼンテーション(わかりやすい資料，話の構成，説得力など)，レポート
(構成，文章表現など)により総合的に評価する。詳細は各クラスの担当教員の指示による。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション：講義の進め方の確認および理論とは何か関する基礎知識の獲得第1回

企業分析を通じた社会における課題の発見とその原因の探索、および解決策の検討第２回～第14回

まとめ：これまでの学習してきた知識の振り返り第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 7

2019/04/08～2019/07/25開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 自由／required, optional 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0582001020190582001050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEIS 11111_013

授業科目名／Course title ●情報基礎／Introduction to Information Science

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

鈴木　斉／SUZUKI Hitoshi

情報科学科目, 情報科学科目, 〈教職免許科目・その他〉, 大学院科目[構造]科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］本館１２（講義室）教室／Class room

経済学部総合経済学科夜間主コース
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

sigh@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部本館6F 631担当教員研究室/Office

095-820-6372担当教員TEL/Tel

講義時間前後、および、 sigh@nagasaki-u.ac.jp にて受け付けています。担当教員オフィスアワー/Office hours
【授業の概要】
情報化が進んだ現代において、「情報を使いこなす力」(情報リテラシー) は生活する上での「生き
る力」の一つとなっています。大学での学びにおいては、パソコンやネットワークを学術的な情報
活用のための道具として不自由なく扱えるためのスキルと能力が必要不可欠となります。そこで、
長崎大学では、学生が生涯にわたって主体的な学修を行っていくための基礎力として、情報リテラ
シーを1年次に身につけることとしています。本科目では、情報リテラシーの習得を目的として、情
報機器や情報システム、ネットワークといった技術的知識、情報セキュリティや情報倫理などの生
活知識を身につけるとともに、さまざまな情報システムやソフトウェアの活用技術を習得します。
授業は、講義と演習を組み合わせて進めます。
講義内容を確実に理解するために、パソコンの操作演習の課題に加え、授業時間内外に取り組むレ
ポート課題や自習課題を課します。講義では、主体的学習促進支援システム (LACS) を、授業資料
や演習課題の提示、課題回収や返却、各種連絡等に活用します。
【授業の位置づけ】
本科目は教養教育における情報科学科目です。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

情報端末やネットワークを適切に用いて、情報及び情報技術を正しく扱える情報リテラシーを身に
つけることを到達目標とします。
この目標を達成するために、以下のサブ目標を挙げます。
・情報機器やネットワークの機能に関わる基本的事項を説明できるようになる
・情報、情報機器、やネットワークを利用する際の倫理やセキュリティを十分に理解し、ネットワ
ークを活用できるようになる
・インターネット (Web)、電子メール、プレゼンテーション、文書作成、表計算についての基本を
理解し、操作方法や活用方法を説明できるようになる
・情報資源・ネットワーク環境を利用して、情報を収集、分析、活用できるようになる
・自身のノートパソコンについて、基本的なセットアップ作業や大学の提供するネットワーク環境
への接続を通じて、利用できるようになる

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験 30% コンピュータの動作原理、情報を扱う上で必要となる倫理観等が実際に理解できてい
るかを筆記式の試験で確認します。
演習課題 60% 機器操作を伴う課題への取り組みや完成状況を基に判断します。
授業への参加状況 10% なお、作業指示に従わない場合や演習妨害等の行為は減点として扱います。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation



詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

文書作成、表計算、プレゼンテーションにおいては、予習として、指示された内容を教科書に沿っ
て実行し、成果物をLACS上で提出してください。復習課題等については、授業中に別途指示します
。
情報セキュリティ、情報倫理、法の関わり、情報のデジタル化、コンピュータの基礎、ネットワー
クの基礎、ネットワーク利用と情報の検索においては、予習として、指示された教科書の内容につ
いて熟読してください。復習課題等については、授業中に別途指示します。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

情報リテラシー、情報倫理、情報セキュリティ、ネットワーク社会キーワード/Keywords
教科書:
「情報基礎」(生協のみで購入可能。一般の書店では入手できないので注意して下さい)。
上繁義史, 「情報基礎 はじめて学ぶICTの世界」, 培風館, 2016年, ISBN978-4-563-01593-0
教材: 必要に応じて、資料や課題などをLACSにて公開します。

教科書・教材・参考書/Materials

Windows 10及びMS-Office Professional / Home&Business 2016以降がインストールされたノートPC
、及びACアダプタを毎回必ず持参してください。
※上記のMS-Office製品がインストールされていない場合、本学が無償提供するOffice 365 ProPlus
をインストールしてください。
再履修者は大学の下記Webページを参考に、ノートパソコンを準備の上で受講してください。
http://www.nagasaki-u.ac.jp/nyugaku/admission/topics/pdf/H30/31pc-model.pdf

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては、担当教員 (上記連絡先参照) または「アシスト広場」(障がい学生支援室) にご相談下さ
い。
アシスト広場 (障がい学生支援室) 連絡先
(TEL) 095-819-2006　　(FAX) 095-819-2948
(E-MAIL) support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

https://lacs.nagasaki-u.ac.jp/備考（URL）/Remarks (URL)
コンピュータの操作に慣れていない場合は、毎日少しの時間でもキーボードに触れる時間をとるこ
とが望まれます。学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

【ガイダンス】
授業の概要及び大学のICTシステムの説明、無線LAN接続、LACSの基本操作実習、電子メールの操作
実習
※必ずノートパソコンを持参すること。

第01回 4月11日

【情報セキュリティ,情報倫理,法の関わり】
(情報セキュリティ関連) 情報セキュリティの定義、個人･組織がとるべきセキュリティ対策、ICTに
関するストレス対策
(情報倫理、法律関連) 情報倫理、ネチケット、個人情報保護など

第02回 4月18日

【PCとLACSの活用】
LACS紹介と操作実習、電子メール利用実習、Office365セットアップ
Microsoft Wordの基礎、Microsoft Excelの基礎、Microsoft PowerPointの基礎
※必ずノートパソコンを持参すること。

第03回 4月25日

【コンピュータとネットワークの基礎1】
コンピュータの構成、オペレーティングシステムの基礎、ネットワークの構成、インターネットの
基礎、クラウド

第04回 5月 9日

【プレゼンテーション1/2】
プレゼンテーションの構成変更、動作設定、印刷

第05回 5月16日

【表計算1/4】
Microsoft Excelの基礎、基本操作、データ・数式・関数の入力、セルの参照、表の書式設定

第06回 5月23日

【表計算2/4】
表の印刷レイアウトの設定、印刷方法、グラフの作成、データの検索、複数シートを使ったデータ
処理

第07回 5月30日

【表計算3/4】
関数、表示形式設定、条件付き書式、高度なグラフの作成

第08回 6月 6日

【表計算4/4】
ピボットテーブル、データベースの活用、マクロ活用

第09回 6月13日

【情報のデジタル化】
情報のデジタル化とは、文字・音声・画像のデジタル化

第10回 6月20日

【文書作成1/2】
Microsoft Wordの操作、文字・段落の書式、オブジェクトの操作、表の作成、数式の作成

第11回 6月27日



【文書作成2/2】
ページの設定、印刷方法、ワードアート挿入、スタイルの設定

第12回 7月 4日

【コンピュータとネットワークの基礎2】
コンピュータの構成、オペレーティングシステムの基礎、ネットワークの構成、インターネットの
基礎、クラウド

第13回 7月11日

【プレゼンテーション2/2】
別アプリのデータ利用、共通デザインの設定

第14回 7月18日

【総合演習】授業の振り返り第15回 7月25日

【定期試験】まとめ、試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 7

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 選択／required, elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0586013720190586013750

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMA 12111_005

授業科目名／Course title
●安全で安心な社会への取組Ⅰ(健康と医療の安全・安心)／Safety and Security in Medicine and
Health

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

西田　孝洋／Nishida Koyo, 伊藤　公成／Kosei ITO, 林　秀千人／Hayashi Hidechito, 木住野　
達也／Kishino Tatuya, 江藤　宏美／Eto Hiromi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

西田　孝洋／Nishida Koyo

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

西田　孝洋／Nishida Koyo, 伊藤　公成／Kosei ITO, 木住野　達也／Kishino Tatuya, 江藤　宏美
／Eto Hiromi

全学モジュールⅠ科目, 全学モジュールⅠ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room

 1年, 2年, 3年, 4年
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

koyo-n▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する▲を@に変更して送信してくだ さい）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

歯学部本館7F薬剤学研究室担当教員研究室/Office

095-819-8566担当教員TEL/Tel

月?金曜日 13:00-18:00（LACSで予定を確認すること）、メールでも対応。担当教員オフィスアワー/Office hours
健康を維持するために日ごろ意識することが何か、医療とのかかわりを正しく理解するために必要
な考え方を身につける。また、健康で安心した生活を送るために医療はどのようなかかわりを果た
すのかを自ら考え、取り組む意識を育てる。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

医療とは、人間の健康の維持、回復、促進などを目的とした諸活動を意味する。ここでは、健康の
維持と医療との関わりを正しく理解し、説明できる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

積極的授業参加態度(40%)、レポート（40％）、小テスト(20%)
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前に授業に関するキーワードについて学習する。事後には、いろいろな視点から健康と医療の安
全・安心について考える。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

遺伝、遺伝子組換え、家族、女性、子ども、薬の副作用キーワード/Keywords

特に指定しない。教科書・教材・参考書/Materials

特に指定しない。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

http://www.ph.nagasaki-u.ac.jp/備考（URL）/Remarks (URL)
必携PCを必ず持って来て下さい。定期考査は実施しないので、毎回の出席は当然ですが、課題の提
出などをくれぐれも忘れないようお願いします。

学生へのメッセージ/Message for students



N
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション（西田）第1回

遺伝子組換え技術（木住野）第2回

遺伝子と遺伝子発現調節（伊藤）第3回

遺伝子組換え技術と生物多様性（木住野）第4回

遺伝子発現調節の重要性（伊藤）第5回

遺伝子組換え技術と医療（木住野）第6回

「がん」とは何か（伊藤）第7回

がん研究の実際（伊藤）第8回

現代社会における子ども・女性・家族の危機?ライフイベントと起こりうる危機（江藤）第9回

現代社会における子ども・女性・家族の危機?ドメスティックバイオレンスの発生と危機（江藤）第10回
現代社会における子ども・女性・家族の危機?生命誕生と新しいメンバーを迎えた家族の危機（江藤
）

第11回

現代社会における子ども・女性・家族の危機?さまざまな葛藤と意思決定支援（江藤）第12回

薬の功罪１（西田）第13回

薬害（西田）第14回

薬の功罪２（西田）第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 7

2019/09/30～2020/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 選択／required, elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0586014120190586014150

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMA 12121_005

授業科目名／Course title ●安全で安心な社会への取組Ⅰ(リスク社会と社会科学)／Risk Society and Social Science

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

中西　善信／Yoshinobu Nakanishi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

中西　善信／Yoshinobu Nakanishi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

中西　善信／Yoshinobu Nakanishi

全学モジュールⅠ科目, 全学モジュールⅠ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

nakanishiy▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する▲を＠に変更して送信してくだ さい）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部本館604号室担当教員研究室/Office

095-820-6354担当教員TEL/Tel

事前にメールでアポ（nakanishiy@nagasaki-u.ac.jp）を取ること担当教員オフィスアワー/Office hours
産業界（特に航空業界）の実践例の理解を通じて，安全やリスクに関する基本的な考え方とを習得
する。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

日常生活において，適切にリスクを回避し安全な行動を取れるようになることを目指す。授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験（50%），授業への参加度（50%）
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

安全，リスク，ヒューマンファクター，コミュニケーション，組織キーワード/Keywords

使用しない教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
ちょっとした心がけと行動で，日常における安全は大きく向上する。そのような行動を身に付けて
もらいたい。

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション第1回

ブレインストーミング第2回

安全とリスク第3回

リスクマネジメント第4回

ヒューマンエラー第5回

ヒューマンエラー（続）第6回

コミュニケーションと安全第7回

ヒューマン・マシン・インターフェース第8回

集団作業第9回

組織安全と安全文化第10回

レジリエンスと高信頼性組織第11回

事故調査と犯罪捜査第12回

安全のためのヒント第13回

安全に行動するために第14回

まとめ第15回

テスト第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 6

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修, 選択／required, elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0586014520190586014550

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMA 12131_005

授業科目名／Course title
●安全で安心な社会への取組Ⅰ(科学と技術の安全・安心)／Risk and Safety in Science and
Technology

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

林　秀千人／Hayashi Hidechito, 久保　隆／Kubo Takashi, 田中　俊幸／Tanaka Toshiyuki

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

林　秀千人／Hayashi Hidechito

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

林　秀千人／Hayashi Hidechito, 久保　隆／Kubo Takashi, 田中　俊幸／Tanaka Toshiyuki

全学モジュールⅠ科目, 全学モジュールⅠ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］本館２２（講義室）教室／Class room

経済
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

hidechto@nagasaki-u.ac.jp �担当教員Eメールアドレス/E-mail address

工学部流体エネルギー工学研究室 �担当教員研究室/Office

095-819-2516 �担当教員TEL/Tel

月から金8時から8時30分担当教員オフィスアワー/Office hours
危険や不安に、どう考え、何をなすべきか、どのように対処するのかを学び、危険や不安のない安
全・安心な社会の構築に貢献しうる知識と理解を涵養する。モジュール「安全で安心できる社会」
の中で，実社会で安全で安心に生活できるような基礎的知識を身につける科目である。 �

授業の概要及び位置づけ/Course overview

安全・安心な社会を構築するためには、目指すべき安全で安心できる社会のイメージを明確にする
ことが必要です。安全は、普段は見過ごし危険や事故に遭遇したときに意識するものですが、普段
の取り組みが重要となります。
本授業では、安全とは何か、安心とは何かについて、「災害・事故からの社会システムの安全・安
心（科学と技術の安全・安心）」の観点から、自ら努力をして維持することが重要であることを認
識するとともに、日常意識をどのように保てばいいのか、自らが考えることで安全・安心が実現で
きることを理解することが目標です。 �

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

□A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

レポート,発表，講義の理解度により総合的に評価する �
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

科学技術の安全、システムの安全と安心、安全文化と安心 �キーワード/Keywords
安全・安心工学入門（古今書院）、必要に応じて資料を配布する。一部Web上に資料を公開する．
�

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
特に理由がない限り，講義に全回出席して下さい．オムニバスの講義なので，質問などは担当の教
員に直接するようにお願いします．

学生へのメッセージ/Message for students

ｎ
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

第１回 安全と安心の基本的な考え方について第1回

第２回 事故の事例と安全意識第2回

第３回 事故原因の解析法の紹介第3回

第４回　災害とリスクマネジメントについて第4回

第５回　リスクマネジメントの事例紹介第5回

第６回　安全文化について第6回
第７回　安全安心の意識調査
安全安心に関する提案のグループ分け

第7回

第８回　安全・安心に関する法律
安全安心に関する提案の打ち合わせ１

第8回

第９回　電気に関する安全安心１
安全安心に関する提案の打ち合わせ２

第9回

第１０回　電気に関する安全安心２
安全安心に関する提案の打ち合わせ３

第10回

第１１回　安全安心に関する提案の発表会第11回
第１２回　電磁波に関する安全安心
安全安心に関する提案の総評

第12回

第１３回　化学物質の安全・安心　その１第13回

第１４回　化学物質の安全・安心　その２第14回

第１５回　化学物質の安全・安心　その３第15回

予備第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　2クォ
ーター／Second Quarter

曜日・校時／Day・Period月／Mon 6, 月／Mon 7

2019/06/11～2019/08/05開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0587026920190587026903

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMB 12111_005

授業科目名／Course title
●安全で安心できる社会の追及Ⅱ（医療現場の安全と安心）／Safety and Relief in the Health
Care

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

三浦　桂一郎／Miura Keiichiro, 安田　二朗／Yasuda Jiro, 濱野　真二郎／Hamano Shinjiro, 松
本　武浩／Matumoto Takehiro

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

三浦　桂一郎／Miura Keiichiro

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

三浦　桂一郎／Miura Keiichiro, 安田　二朗／Yasuda Jiro, 濱野　真二郎／Hamano Shinjiro, 松
本　武浩／Matumoto Takehiro

全学モジュールⅡ科目, 全学モジュールⅡ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館２０１（講義室）教室／Class room

1, 2, 3, 4年次生
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kei-miura-e-mail▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を＠に変更して送信してください
）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

顎口腔再生外科学分野担当教員研究室/Office

095-819-7704担当教員TEL/Tel
kei-miura-e-mail▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を＠に変更して送信してくだ さい
）

担当教員オフィスアワー/Office hours

医療現場での安全管理や国内外で発生する様々な感染症について正確な知識を身につけ、医療の安
全と安心について自ら考えることができる力を養う

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・国内・外で注目されている感染症および生体防御の基礎について理解する。
・医療現場における安全と安心について理解する。
・歯科医療における安全と安心について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

レポート（70%）、小テスト（15%）、授業参加度（15％）による評価で計100点満点中60点以上の者
を合格とする

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

医療現場・感染症・国際伝播・情報共有キーワード/Keywords

プリントの配布とスライドによる講義なので教科書・教材・参考書等特になし教科書・教材・参考書/Materials

特になし受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

各種メディアを利用して関連する事柄を調べることが、理解を深めるために有用である。学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule



回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

歯科における標準予防策 (三浦)第1回

歯科治療における偶発症とその防止策 (三浦)第2回

新興感染症出現の背景と致死性の高いウイルス性出血熱に関する基礎知識 (安田)第3回
テレビや映画の中の感染症：正しく伝えられているか？
 (安田)

第4回

病気を起こす原虫とは？ (安田)第5回

世界的に重大な感染症マラリアに関する基礎知識 (安田)第6回
ネグレクテッド・トロピカル・ディジーズ（顧みられない熱帯病）：「死なないからと放っておか
れてはたまらない」1 (濱野)

第7回

ネグレクテッド・トロピカル・ディジーズ（顧みられない熱帯病）：「死なないからと放っておか
れてはたまらない」2 (濱野)

第8回

細菌の感染の仕組み (濱野)第9回

地球規模のピロリ菌感染 (濱野)第10回
「防御は最大の攻撃？?ヒトの免疫の話」どうやってヒトはバイキンを追い払ったり負けたりするの
か？ (濱野)

第11回

「防御は最大の攻撃？?ヒトの免疫の話」どうやってヒトはバイキンを追い払ったり負けたりするの
か？ (安田)

第12回

医療機関における安全管理 (松本)第13回

医療連携における安全・安心 (松本)第14回

診療録管理を通した安全・安心の医療の提供 (松本)第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 6

2019/09/30～2020/01/28開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0587027320190587027302

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMB 12161_005

授業科目名／Course title
●安全で安心できる社会の追及Ⅱ（社会科学からみた安全・安心）／Safety and Security Viewed
from the Social Science

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

村山　洋介／Yosuke Murayama

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

村山　洋介／Yosuke Murayama

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

村山　洋介／Yosuke Murayama

全学モジュールⅡ科目, 全学モジュールⅡ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

murayama@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

経済学部本館6階担当教員研究室/Office

632担当教員TEL/Tel

木曜10時～11時とするが、質問等は適宜受け付ける。担当教員オフィスアワー/Office hours

社会科学からみた安全・安心という観点から、法が果たす役割や機能について理解する。授業の概要及び位置づけ/Course overview
①生活と法の関わりについて理解する、②法的なものの考え方(法的思考方法）について理解する、
③これらを通じて、法が市民生活の安全・安心についてどのような機能と役割を果たしているかを
理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

授業への貢献、課題レポート等から総合的に評価する。
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前に授業レジュメを配布するので、予習・復習に活用すること。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

社会規範、法、私法、公法、法的三段論法キーワード/Keywords

指定しない。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)
備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule



回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

法とは何か－法の役割と機能1

法の分類－私法と公法、実体法と手続法2

法の適用－法的三段論法3

暮らしと法－契約から生じる法的責任4

暮らしと法－不法行為と損害賠償5

家族と法－夫婦、親子関係6

家族と法－離婚、相続7

消費者と法－消費者の保護8

刑罰と法－犯罪と刑罰9

刑罰と法－少年犯罪10

交通事故と法－交通事故から生じる法的責任11

経済と法－経済活動に関する法規制12

基本的人権と法13

選挙と法－我が国における選挙制度14

授業内容の確認と総括15



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 7

2019/09/30～2020/01/27開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0587028120190587028102

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMB 12181_005

授業科目名／Course title ●安全で安心できる社会Ⅱ（公害環境問題と社会）／Environmental Issues and Society

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

戸田　清／Toda Kiyoshi, 田邉　秀二／Tanabe Shuji

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

戸田　清／Toda Kiyoshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

戸田　清／Toda Kiyoshi

全学モジュールⅡ科目, 全学モジュールⅡ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room

経済学部夜間主　１－４年
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

ｔｏｄａ▲ｎａｇａｓａｋｉ－ｕ．ａｃ．ｊｐ（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信して
ください）

担当教員Eメールアドレス/E-mail address

環境科学部４階　環４０４戸田教員室担当教員研究室/Office

０９５－８１９－２７２６担当教員TEL/Tel

金曜16-17時　在室のときならいつでも可担当教員オフィスアワー/Office hours
安全で安心できる環境を享受するため、公害・環境問題の歴史と現状、またそれらを考察する理論
を学ぶ。全学モジュール科目「安全で安心できる社会」の選択科目

授業の概要及び位置づけ/Course overview

代表的な公害・環境問題の概要を説明し、企業、行政、専門家、被害者と一般市民の役割、対立点
、キーワードなどを説明できるようになることを目指す。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験７０％、レポート３０％
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

教科書を通読すること。ＬＡＣＳを毎日確認すること。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

水俣病、カネミ油症、原発、リスク社会、受益圏と受苦圏、住民運動と市民運動キーワード/Keywords

教科書は、戸田清『核発電の便利神話』長崎文献社２０１７年。参考書は適宜紹介する。教科書・教材・参考書/Materials

授業外でも環境問題に関心を持ち、新聞を読むこと（週平均2時間程度）。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では、全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため、修学の妨げとなる社会的障
壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮などのサポートにつ
いては、担当教員（上記連絡先）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談ください
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
電話０９５－８１９－２００６　ＦＡＸ０９５－８１９－２９４８
電子メール　support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

http://todakiyosi.web.fc2.com/
備考（URL）/Remarks (URL)

教科書を通読すること。学生へのメッセージ/Message for students



授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

水俣病　公害の原点　なぜ解決が長引くのか１　９月３０日

水俣病その２２　１０月７日

じん肺・アスベストによる病気　福岡・長崎で多発３　１０月２１日
カネミ油症　長引く解決　福岡・長崎で多発

４　１０月２８日

カネミ油症　下田順子さんゲスト講義　五島出身、諫早在住の方　日程は暫定
５　１１月１１日

イタイイタイ病６　１１月１８日

福島原発事故とトモダチ作戦被曝訴訟７　１１月２５日

福島原発事故と甲状腺がん８　１２月２日

１０万年の安全管理を要する高レベル放射性廃棄物９　１２月９日

リニア中央新幹線のメリットとデメリット１０　１２月１６日

農薬問題　とくにネオニコチノイド系１１　１２月２３日

石木ダム計画をめぐる紛争　長崎県１２　１月６日

沖縄の枯れ葉剤１３　１月２０日

劣化ウラン兵器による汚染１４　１月２７日

自然における人類の位置　ヒト、チンパンジー、ボノボ　絶滅危惧種１５　２月３日

定期試験１６　２月１０日



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 7

2019/09/30～2020/01/31開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0587029320190587029302

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMB 12141_005

授業科目名／Course title
●安全で安心できる社会Ⅱ（水環境の安全と安心）／Introduction to the Engineering for Safe
Water Environment

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

田邉　秀二／Tanabe Shuji, 夛田　彰秀／Akihide Tada, 板山　朋聡／Itayama Tomoaki, 藤岡　貴
浩／Fujioka Takahiro

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

田邉　秀二／Tanabe Shuji

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

田邉　秀二／Tanabe Shuji, 夛田　彰秀／Akihide Tada, 板山　朋聡／Itayama Tomoaki, 藤岡　貴
浩／Fujioka Takahiro

全学モジュールⅡ科目, 全学モジュールⅡ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館２０１（講義室）教室／Class room

経済（夜間主）
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

s-tanabe▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）
担当教員Eメールアドレス/E-mail address

工学研究科（総合教育研究棟７Ｆ７０９）担当教員研究室/Office

095-819-2659担当教員TEL/Tel

12:00̃12:50（事前にメールで連絡すること）担当教員オフィスアワー/Office hours
日本は地球の温帯地域にあり、四季を通じて降雨があるため水には恵まれてきた。しかし、途上国
においては、安全な飲料水の確保は喫緊の問題であり、日本に限らず、先進国の水処理技術の導入
が急がれている。この講義では、工学研究科の水環境技術者育成に関わる教員により、水環境に関
する技術の現状、問題点を整理し、日本の持つ先進的なモニタリング技術、アセスメント、膜や生
物処理を使った最先端水処理技術などを理解することで、普段気づかない水環境の安全・安心につ
いて考える。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

水環境に関する問題について解説できる。水環境のモニタリング技術、廃棄物問題、水処理技術に
ついて説明できる。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　■倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

講義への積極的参加(40％)、レポート課題の評価（60％）の総合点で評価する。複数の教員が講義
するため、それぞれの先生の評価を講義時間の割合で平均し最終成績とする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

水、膜、廃棄物、水環境、分離、生物処理、シミュレーションキーワード/Keywords

教科書は使用しない。必要が有ればプリントを配付し、参考書を紹介する。教科書・教材・参考書/Materials

特になし受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students



授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション：有明海や水俣湾における水環境の現状　第1回

水環境モニタリング技術について　第2回

水道と水源池　第3回

水源を守る　第4回

日本国内外の廃棄物処理の現状から起こる、水問題について(1)　第5回

日本国内外の廃棄物処理の現状から起こる、水問題について(2)　第6回

化学薬品、重金属などの危険物質の現状と対策について　第7回

世界の水環境問題と膜分離技術の貢献について　第8回

＜水を造る＞膜分離技術概論－現状と展望－　第9回

＜水を再生する＞膜分離技術概論―現状と展望－　第10回

水環境生態系の保全と修復　第11回

環境シミュレーションの方法と数値計算の原理　第12回

コンピュータによる数値計算の手続き　第13回

環境問題へのシミュレーションの応用例　第14回

水環境の安全・安心に関する総括と評価試験　第15回

評価結果に対する指導　第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　1クォ
ーター／First Quarter

曜日・校時／Day・Period月／Mon 6, 月／Mon 7

2019/04/08～2019/06/10開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0587054520190587054501

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMB 16021_005

授業科目名／Course title
●安全で安心できる社会の追及Ⅱ（リスクマネジメントと安全文化）／Crisis Management and
Safety

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

林　秀千人／Hayashi Hidechito, 小山　敦弘／Koyama Atsuhiro

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

林　秀千人／Hayashi Hidechito

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

林　秀千人／Hayashi Hidechito, 小山　敦弘／Koyama Atsuhiro

全学モジュールⅡ科目, 全学モジュールⅡ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館２０１（講義室）教室／Class room

全学部2年生
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

hidechto▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）
担当教員Eメールアドレス/E-mail address

工学部1号館３F機械工学担当教員研究室/Office

095-819-2516担当教員TEL/Tel

月曜日午前8時から8時30分担当教員オフィスアワー/Office hours

過去の事故等を調査しその問題討論することにより、安全に対する意識の向上を図る。授業の概要及び位置づけ/Course overview

安全を確保するための方法について考え、討論を行うことが出来る。授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

・評価方法：　レポート70点，プレゼンテーション30点の合計が60点以上を合格とする。
・評価基準：　事故をよく調査しているか。関係者の事故や災害への対応とその後の対策について
よく調べているか。リスクアセスメントや事故後の情報や対策の展開の妥当性について考えている
か。プレゼンテーションはわかりやすかったか。　

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

安全工学、事故、リスクアセスメント、安全文化キーワード/Keywords
安全工学資料室にある資料（安全工学に関する参考書、安全工学や事故に関するビデオ）を利用す
る。

教科書・教材・参考書/Materials

・１年次の「安全・安心のモジュール」を聴講していることが望ましい。
・全回出席を原則とする。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students

授業計画詳細／Course Schedule



回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

安全工学の概論（その１：リスクアセスメント）１

安全工学の概論（その３：グループ討議の検討）２

調査・討論（概略、状況、原因の調査）３

調査・討論（対応、その後の経過）４

調査・討論（事故の分析）５

事故と疲労６

調査・討論（全体討論）７



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 6

2019/04/08～2019/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0//
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0587510320190587510302

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEMB 16081_005

授業科目名／Course title
●安全で安心できる社会Ⅱ（インフラの観点からの安全・安心）／Safety and Security Viwed
from the Infrastructure

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

若菜　啓孝／Wakana Hirotaka, 田邉　秀二／Tanabe Shuji, 上繁　義史／Ueshige Yoshifumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

若菜　啓孝／Wakana Hirotaka

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

若菜　啓孝／Wakana Hirotaka, 上繁　義史／Ueshige Yoshifumi

全学モジュールⅡ科目, 全学モジュールⅡ科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room

経済学部（夜間主）
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

wknhrtk▲nagasaki-u.ac.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

大学教育イノベーションセンター　他担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

担当教員オフィスアワー/Office hours
社会インフラの老朽化による危険性、災害による危険性など人々が安全に暮らしていくためには現
在の状況
および、インフラの維持管理への住民の参画の仕方、ICTの活用、今後の都市計画のあり方など考え
ていく必要があります。
この授業では、日頃からインフラに関心をもつための基本的な知識を修得することとします。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

・社会インフラの老朽化や災害の観点から、安全・安心とは何か、日常から意識をもって行動する
ことができる。
（自ら学び，考え，行動することができる。）
・安心・安全な街づくりのための提案ができるようになる。
（自ら学び，考え，主張することができる。）
・ICT・地理情報を活用した分析ができるようになる。
（分野・領域を超えて活用できる汎用可能な技能を身につけている）

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

各担当教員からの課題で評価する。
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前にLACS等に資料を掲載するため、予め読んでくること事前、事後学習の内容/Preparation & Review

災害　維持管理　地理情報　ＩＣＴ　都市計画キーワード/Keywords

随時資料を配布教科書・教材・参考書/Materials

特になし受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

ガイダンス（インフラと安全・安心）若菜第1回

安全・安心のための地理情報について第2回

地理情報とインフラ　第3回

自然災害と安全・安心 その１【特別講師：高橋和雄】第4回

自然災害と安全・安心 その２【特別講師：高橋和雄】第5回

自然災害と安全・安心 その３【特別講師：高橋和雄】第6回

情報インフラの安全・安心(暗号系)第7回

情報インフラの安全・安心(クラウド)第8回

情報インフラの安全・安心(社会に影響する情報基盤)第9回

地理空間情報と都市計画（１）第10回

地理空間情報と都市計画（２）第11回

安全・安心のための住環境第12回

住環境の計画と都市領域（１）第13回

住環境の計画と都市領域（２）第14回

総括（インフラと安全・安心）第15回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period金／Fri 7

2019/04/08～2019/07/26開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0588007020190588007050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 15791_001

授業科目名／Course title ●生物の科学／Biological Sciences

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

高橋　正克／Takahashi Masakatsu

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

高橋　正克／Takahashi Masakatsu

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

高橋　正克／Takahashi Masakatsu

自由選択科目, 自由選択科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room

全学部
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

takahasi@nagasaki-u.ac.jpまたはshabshab@q.vodafone.ne.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

090-1343-1361担当教員TEL/Tel

事前にメール，電話等でアポイントをとってください。担当教員オフィスアワー/Office hours
ヒトは，物言わぬ動物の行動や反応を通じてコミュニケーションを図り，有用な薬物の開発や危険
性の予知など多様な情報を獲得してきた。動物の行動科学を基盤に，ヒトが生きていく上で必要な
健康や病気の治療に用いられる医薬品の開発について学び，動物行動科学の応用性と薬物の有用性
，有害性について一般教養レベルで理解する。また，授業の後半では，動物の行動を通じて知り得
た情報が，単なる偶然の産物なのか，それとも科学的に信頼できる意義のあるデータであるのかを
，統計初心者にも分かる簡単な統計的手法を用い，科学的根拠に基づいた動物行動であるかどうか
を分析，理解できることもねらいとする。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

1.　動物の行動から何がわかるか説明できるようになる。
2.　一般教養として，動物実験データの基本的な推計学的分析ができ，信頼性について理解し，説
明できるようになる。
3.　薬物の適正使用や乱用薬物の有害性について理解する。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　■考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験（50％），随時行う講義中の小テスト，レポート（30％）および授業への積極的な参加・
貢献度（20％）から総合的に判断して成績評価を行う。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

毎回，その日の学習課題の復習や発展応用力をねらいとした自宅学習用課題を配布し，学習の完成
度を高めます。随時，提出を求め，成績評価に組み込みます。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

動物行動科学　動物モデル　乱用薬物　行動分析　行動毒性　推計学キーワード/Keywords

教科書は用いない。適宜，ハンドアウトを配布する。教科書・教材・参考書/Materials

原則として全回出席することを単位認定の要件とする。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保すため，修学の妨げとなり得る社会的
障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートにつ
いては担当教員 （上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下さい
。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
 (TEL) 095-819-2006　(FAX) 095-819-2948　(E-MAIL) support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)



一般教養レベルとして医薬品開発のための動物実験や動物の行動分析を学び，今後の学習への志向
，態度を涵養する。

備考（URL）/Remarks (URL)

授業科目名は「生物の科学」で内容は「動物の行動分析と推計学」であり，少し専門的と感じるか
も知れませんが，教養教育としての一般教養レベルです。また推計学と言えば難しいのではと考え
ますが，簡単に理解できる初歩レベルです。授業では図表を多用したパワーポイントとハンドアウ
ト資料で，優しく分かり易く説明しています。その日の復習小テストで理解度を確認しつつ進めて
いきます。そのため到達目標達成度は，2018年ではAA,A評価が48(16,32)%，最低限の到達目標に届
かなかった受講者は6％でした(失格，欠席を除く）。

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

授業の進め方
動物の行動（１）　本能行動，動物実験とその意義

第1回

動物の行動機能試験（１）　情動系　動物の向精神作用とその動物モデル第2回

動物の行動機能試験（２）　情動系　動物と不安，ストレス第3回

動物の行動機能試験（３）　報償系　動物が教える薬物乱用の怖さ第4回

動物の行動機能試験（４）　報償系　薬物依存に関する行動分析第5回

動物の行動機能試験（５）　生体防御系　医薬品の適正使用と薬物依存第6回

動物の行動機能試験（６）　学習・記憶系　学習・記憶機能試験法第7回

動物の行動機能試験（７）　学習・記憶系　抗健忘薬・向知性薬第8回

動物の行動機能試験（８）　学習・記憶系　学習・記憶機能試験の分析法第9回

動物の行動機能試験（９）　動物の行動毒性から学ぶこと第10回

動物実験とデータ処理（１）　動物実験で使用される基本的検定法１第11回

動物実験とデータ処理（２）　動物実験で使用される基本的検定法２第12回

動物実験とデータ処理（３）　動物実験で使用される基本的検定法３第13回

動物実験とデータ処理（４）　メンデルの実験データを考える第14回

全授業の総括第15回

定期試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 6

2019/09/30～2020/01/23開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

選択／elective 2.0/2.0/2.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0588007120190588007150

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEOC 16041_001

授業科目名／Course title ●ＡＳＥＡＮのいろいろ／All About ASEAN

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

宇都宮　譲／Utunomiya Yuzuru

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

宇都宮　譲／Utunomiya Yuzuru

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

宇都宮　譲／Utunomiya Yuzuru

自由選択科目, 自由選択科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 講義／Lecture対象年次／Intended year

［経済］本館１１（講義室）教室／Class room

経済学部夜間主コース
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

yuzuru@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

東南アジア研究所209室担当教員研究室/Office

095-820-6300（代表）担当教員TEL/Tel

随時応談担当教員オフィスアワー/Office hours
　本講義は、ASEAN（東南アジア諸国連合）を構成する各国社会事情について、網羅的に理解するこ
とを目的とする。
　ASEANは、わが国による経済活動にとって、枢要な位置を占める。食糧確保や防衛、周辺諸国を含
めた環境保護にとっても、重要な地域である。同地域社会事情に関する知見は、一般教養であると
さえ言える。にもかかわらず、さほど知られる知見であるとも言いがたい。ASEANを構成する国名を
すべてそらんじることができる人々が、何人いるだろうか。
　そこで担当者は、同地域における地理、歴史、人口、経済に着目、これらを網羅的に解説するこ
とを企図するに至った。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

　本講義は、以下3点を、講義目標として提示する。
1.　ASEANに関して提供した知見を、正確に獲得すること。
2.　同地域に関心を抱くこと。
3.　同地域において発生し得る社会問題を考察すること。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

　本科目は、以下4点を、成績評価基準とする。カッコ内は、成績評価に占める重要度を示す。
1.　定期試験（50%）：定期試験期間中に実施する。
2.　小テスト（@10%×2回、20%）：期中に2回実施する。
3.　予習用課題（@1%×15回、15%）：講義当日までに提出する課題。eラーニングシステムにアップ
ロードする。
4.　復習用課題（@1%×15回、15%）：講義日翌日までに提出する課題。eラーニングシステムにアッ
プロードする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

1.　東南アジア諸国連合
2.　持続可能性
3.　社会貢献
4.　環境保護
5.　人口構造

キーワード/Keywords



　教科書は用いない。講義担当者が配布する資料および各機関が作成した各国事情に関する資料を
用いる。一例として、国際協力銀行による資料
（https://www.jbic.go.jp/ja/information/investment）を挙げる。
　

教科書・教材・参考書/Materials

特にない。受講要件（履修条件）/Prerequisites
　長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社
会的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポート
については，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談
下さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
1.　4回以上欠席した受講者は、理由の如何を問わず、定期試験を受験する権利を喪失する。
2.　本講義は、必携PCおよびスマートフォンを用いる。持参して出席すること。
3.　講義内容に関する質問を歓迎する。

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

イントロダクション：本講義目標、方法、成績評価基準について説明する。受講者がASEANについて
なにを知っているか（知らないか）に関する調査も実施する。

1

世界とわが国とASEAN　その1：おもに経済的側面について、ASEANが人類社会に占める位置を概観す
る。

2

世界とわが国とASEAN　その2：経済的側面を除く社会事情について、ASEANが人類社会に占める位置
を概観する。

3

タイ　その1（歴史・地理・人口・経済）4

タイ　その2（企業と産業）5

タイ　その3（社会貢献と昨今の情勢）6

マレーシア7

Mid-term ASEAN Quiz8

ベトナム　その1（歴史・地理・人口・経済・企業）9

ベトナム　その2（食料生産と環境保護）10

フィリピン11

インドネシア12

その他各国　その1（ラオス、カンボジア、ミャンマー）13

その他各国　その2（ブルネイ・ダルサラーム、シンガポール）14

総括とASEAN Quiz　その215

定期試験16



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 7

2019/04/08～2019/07/30開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590001020190590001050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11162_032

授業科目名／Course title ●英語コミュニケーションΙ／English CommunicationⅠ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

新井　恭子／Kyoko Arai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

新井　恭子／Kyoko Arai

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

新井　恭子／Kyoko Arai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ａ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目, 〈教
職免許科目・その他〉

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

arai-k@kwassui.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

arai-k@kwassui.ac.jp担当教員TEL/Tel
オフィスアワー：水曜日19:00̃19:40 またはメールで.(質問はメールでも受ける。arai-
k@kwassui.ac.jp)

担当教員オフィスアワー/Office hours

本授業の目的は、高校までに学んだ総合的な英語運用能力を基盤にして、ビジネスの現場において
の英語によるコミュニケーションを、英会話のみならず、E-メール・ビジネスレターの書き方、短
いプレゼンテーションの仕方、さらにビジネスマナーなどを学び、国際ビジネスに必要な英語運用
能力を総合的に学ぶ。（入門レベル）

授業の概要及び位置づけ/Course overview

到達目標は、「オフィスで使う簡単な英会話ができるようになる」「初歩的な英語で書かれたE-メ
ール、ビジネスレターを読み書きすることができるようになる」、「TOEIC500点取得レベルの単語
・文法を暗記する」、「英語によるビジネス関連の情報をインターネットを使って収集し、プレゼ
ンテーションにまとめることができるようになる」ことである。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
■E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
　語学習得は自主性と持続性が重要である。自主的が出るためには、学習目的があってそれによる
モチベーションが生まれる。就職活動のためにTOEIC600点必要、などといった英語学習の目的・目
標を作らせ、目標に到達するために自分で学習計画を作らせる。
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

内容理解・単語確認小テスト（15点×2回＝30点）＋プレゼンテーション発表（20点）+定期試験
（40点）＋授業への取組み（10点）=合計100点のうち60点以上を合格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

テキストのわからない単語を授業前に調べて予習しておく。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

ビジネス英会話、異文化間ビジネス、英語コミュニケーションキーワード/Keywords

『Business English for Beginners - 初めてのビジネス英語』、三修社、2014年教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学て�は，全ての学生か�平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨け�となり 得
る社会的障壁の除去及ひ�合理的配慮の提供に取り組んて�います。授業における合理的配 慮等の
サホ�ートについては，担当教員(上記連絡先参照)または「アシスト広場」(障か�い 学生支援室)
にこ�相談下さい。 アシスト広場(障か�い学生支援室) 連絡先　(TEL) 095-819-2006 (FAX)095-
819-2948 (E-MAIL) support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)



積極的な授業参加を期待します。学生へのメッセージ/Message for students
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

授業の進め方、評価の仕方を説明、グループ作り（英語で自己紹介）1

来客対応（１）Receiving Visitors Part 12

来客対応（２）Receiving Visitors Part 23

電話対応（１）Telephoning Part 14

電話対応（２）Telephoning Part 25
第１回理解度テスト・単語テスト   ビジネスエチケットとプロトコール（１）Business Etiquet &
Protocol Part 1

6

ビジネスエチケットとプロトコール（２）Business Etiquet & Protocol Part27

ビジネスエチケットとプロトコール（３）Business Etiquet & Protocol Part 38

第２回理解度テスト・単語テスト　プレゼンテーション（１）Presentation 19

プレゼンテーション（２）Presentation 210

プレゼンテーション発表会11

ビジネスEメール（１）Business E-mail Writing (1)12

ビジネスEメール（２）Business E-mail Writing (2)13

ビジネスレター　Business Letter Writing14

英語でビジネス映画鑑賞　（ビジネス英会話ディクテーションテスト）15

定期筆記試験（ビジネス英単語と表現、E-メール、ビジネスレター）を実施する。16



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 7

2019/09/30～2020/02/03開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590001020190590001051

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11162_032

授業科目名／Course title ●英語コミュニケーションΙ／English CommunicationⅠ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

丸山　真純／Maruyama Masazumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

丸山　真純／Maruyama Masazumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

丸山　真純／Maruyama Masazumi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ａ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目, 〈教
職免許科目・その他〉

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］新館２０１（講義室）教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

masazumi@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

東南アジア研究所312担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

火　17：00－18：00担当教員オフィスアワー/Office hours
英語コミュニケーションでよく使われる表現を通じて、リスニング、ディクテーション、スピーキ
ング、発音、また、語彙やイディオムを総合的に学ぶ。
英語音声の発音上の特徴を理解し、実際に聞く、書く、声にすることを通じて、それを会得する。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

リスニングやスピーキング、語彙・イディオム、文法の力を伸ばす。授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　□国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

毎回、授業の終わりには、ふりかえりを提出してもらう。これらが全体で20点に相当する。
また、小テストを3回行う。1回20点×3回＝60点である。
音声の提出が10点。授業への参加、貢献度が10点である。
授業での皆さんの反応を見ながら、これ以外の課題を課す場合もある。その際は、上記の代替にな
るか、あるいは、ボーナス・ポイントとする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

教材は配布します。教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)
備考（URL）/Remarks (URL)

科目の性格上、全授業の1／3以上の欠席者には、単位が与えられない。
辞書は必ず毎回持参すること。
また、進捗状況に応じて、Quizの日時等は変更になるので留意されたい。
スマホを授業目的以外で使用していた場合、減点となる。

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction
授業概要説明

第1回

I hope…
英語の音声：概要

第2回

look like
変化する音

第3回

as … as
つながる音

第4回

kind of
消える音

第5回

Quiz 1
How do you like …?

第6回

never … until̃
b, vの音

第7回

It takes … to ̃
s, shの音

第8回

Shouldn’t have + 過去分詞
thの音

第9回

Quiz 2
I wonder …
(I was wondering if...)

第10回

Why don’t you…?
(Why don't we...? Let's...  Shall we...?)

第11回

as soon as …第12回
give a person a call
(give a person a... の表現）

第13回

It said/says that …第14回

Catch-up & Review　第15回

Quiz　3第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period火／Tue 7

2019/04/08～2019/07/30開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590003020190590003050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11262_032

授業科目名／Course title ●英語コミュニケーションⅡ／English CommunicationⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

白水　桂子／Shirouzu Keiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

白水　桂子／Shirouzu Keiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

白水　桂子／Shirouzu Keiko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ａ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目, 〈教
職免許科目・その他〉

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］CALL教室教室／Class room

夜間主コース
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kuwata@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

東南アジア研究所２階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業直後、またはメールで受け付けます。担当教員オフィスアワー/Office hours

DVD 総合教材を用い、視覚情報を介して聞き取り、読解、会話力の向上のためのタスクを行う。授業の概要及び位置づけ/Course overview
語彙を多く身につけると共に基本的な英語の構造が理解できるようになること、また、視覚情報を
助けにしながら英語のナレーションの大意が把握できるようになることを目指す。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

期末試験　50% 　中間試験30%
授業への積極的参加状況（課題なども含む）20%
以上により総合的に評価します。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前にMovie Summaryを読み、Key Vocabularyを調べてください。事後学習については授業中に指示
します。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Lander, John S.（著）Movie English (朝日出版社）教科書・教材・参考書/Materials

ある一定の回数以上欠席した場合は、期末試験の受験資格がなくなります。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Unit 1 ハンガー・ゲーム　映像視聴　内容把握　問題演習第1回
Unit 2　ブルージャスミン、Unit 3 オズはじまりの戦い
映像視聴　選択した部分の内容把握と問題演習

第2回

Unit 4 トランス 　映像視聴　内容把握　問題演習第3回

Unit 5 エリジウム　映像視聴　内容把握　問題演習第4回
Unit 6 アフター・アース、Unit 7 ゼロ・グラビティ
映像視聴　選択した部分の内容把握と問題演習

第5回

Unit 8 イミテーション・ゲーム　映像視聴　内容把握　問題演習
第6回

第1回～第6回までのまとめ（試験を含む）
第7回

Unit 9 ホワイトハウス・ダウン  映像視聴　内容把握　問題演習第8回

Unit 10 ベイマックス  映像視聴　内容把握　問題演習第9回

Unit 11 サード・パーソン　映像視聴　内容把握　問題演習第10回

Unit 12 それでも夜は明ける　 映像視聴　内容把握　問題演習第11回

Unit 13  大統領の執事の涙　 映像視聴　内容把握　問題演習第12回
Unit 14  フォックスキャッチャー　映像視聴　内容把握　問題演習

第13回

Unit 15  インターステラー 　映像視聴　内容把握　問題演習
第14回

 第8回～第14回まで内容確認と復讐
第15回

授業の総括（試験を含む）第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period月／Mon 7

2019/09/30～2020/02/03開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590003020190590003051

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11262_032

授業科目名／Course title ●英語コミュニケーションⅡ／English CommunicationⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

白水　桂子／Shirouzu Keiko

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

白水　桂子／Shirouzu Keiko

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

白水　桂子／Shirouzu Keiko

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ａ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目, 〈教
職免許科目・その他〉

科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］CALL教室教室／Class room

経済学部：夜間主コース
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kuwata@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

東南アジア研究所2階担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業直後またはEメールで受け付けます。担当教員オフィスアワー/Office hours

DVD 総合教材を用い、視覚情報を介して聞き取り、読解、会話力の向上のためのタスクを行う。授業の概要及び位置づけ/Course overview
語彙を多く身につけると共に基本的な英語の構造が理解できるようになること、また、視覚情報を
助けにしながら英語のナレーションの大意が把握できるようになることを目指す。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　■汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
□B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

期末試験　50% 　中間試験30%
授業への積極的参加状況（課題なども含む）20%
以上により総合的に評価します。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前にReadingを読み、Vocabularyを調べてください。事後学習については授業中に指示します。事前、事後学習の内容/Preparation & Review

キーワード/Keywords

Berlin & 小林　On Board for More World Adventures　 (金星堂)教科書・教材・参考書/Materials

ある一定の回数以上欠席した場合は、期末試験の受験資格がなくなります。受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

学生へのメッセージ/Message for students
実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )



実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Chapter 1　Australia　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第1回

Chapter 2  Indonesia　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第2回

Chapter 3  Singapore 　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第3回

Chapter 4  China　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第4回

Chapter 5  Argentina　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第5回

第1回～第5回までのまとめ（試験を含む）
第6回

Chapter 6  Mexico　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第7回

Chapter 7  Germany　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第8回

Chapter 8  Finland　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第9回

Chapter 9  Poland　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第10回

Chapter 10  Spain　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第11回

Chapter 11  Greece　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第12回

Chapter 12  Kenya　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第13回

Chapter 13  Morocco　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第14回

Chapter 14  Lebanon　映像視聴　語彙　読解　問題演習
第15回

授業全体のまとめ(試験を含む)第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 6

2019/04/08～2019/07/25開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590005020190590005050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11363_032

授業科目名／Course title ●英語コミュニケーションⅢ／English CommunicationⅢ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

丸山　真純／Maruyama Masazumi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

丸山　真純／Maruyama Masazumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

丸山　真純／Maruyama Masazumi

Ｂ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ａ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］本館１１（講義室）教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

masazumi@nagasaki-u.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

東南アジア研究所312担当教員研究室/Office

820-6376担当教員TEL/Tel

木　17：00－18：00担当教員オフィスアワー/Office hours
　異文化コミュニケーションに関する教科書を用いて、読解にとどまらず、語彙やイディオム、文
法について学ぶ。
　

授業の概要及び位置づけ/Course overview

異文化コミュニケーションにまつわる文章を通じての読解力・表現力の習得。
および、基本的英文法の習得

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
■D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

毎回、授業後には、ふりかえりを行う。これらは全体で40点に相当する。
また、小テストを3回行う(最後の小テストはテスト期間になる予定)。1回20点×3回＝60点である。
授業での皆さんの反応を見ながら、これ以外の課題を課す場合もある。その際は、上記の代替にな
るか、あるいは、ボーナス・ポイントとする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson
事前、事後学習の内容/Preparation & Review

英語リスニング　英語リーディング　基本英文法キーワード/Keywords
Speaking of Intercultural Communication,�Peter Vincent, Shohakusha.
文法事項について言及するので、高校時に使用した参考書を必要に応じて、持参してください。

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006　　（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)



科目の性格上、全授業の1／3以上の欠席者には、単位が与えられない。
辞書は必ず毎回持参すること（携帯電話やスマートフォンの辞書の使用は認められない）。
内容は理解度に応じて、変更する場合がある。

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

Introduction
授業概要

第1回

Unit 1 Communication第2回

Unit 2 Culture第3回

Unit 3 Nonverbal Communication第4回

Unit 4 Communicating Clearly第5回

Catch-up第6回
小テスト１
Unit 5 Culture and Values

第7回

Unit 6 Culture and Perception第8回

Unit 7 Diversity第9回

Unit 8 Stereotypes第10回

Catch-up第11回
小テスト２
Unit 9 Culture Shock

第12回

Unit 10 Culture and Change第13回

Unit 11 Talking about Japan第14回

Unit 12 Becoming a Global Person第15回

小テスト３第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 6

2019/04/08～2019/07/25開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590005020190590005051

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11363_032

授業科目名／Course title ●英語コミュニケーションⅢ／English CommunicationⅢ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

Ｂ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ａ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room

夜間主コース2年生
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

soshi@tea.ocn.ne.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業終了後19:30～19:40、及び21:10～（授業時の教室）担当教員オフィスアワー/Office hours
対話や会話といった、コミュニケーションを主要目的とする言葉のやりとりについては、なにより
も相手を理解するための聴解力を基盤に持つことが必要である。発話力というのも聴解力あっての
発話力であって、聴解力さえ身につけば、発話力はそれに応じて自然にその進歩が期待できるもの
である。本講座では、これまで『聞く』ことにあまり時間を割いてこなかった学校教育の弊害を可
能な限り克服する意味で、サバイバル英語（及び米語）、必要最低限の英語（及び米語）を徹底的
に学びながら、聴解力と発話力の増強を図ることを第一義的な目的に据えるものである。位置づけ
としては、その能力促進に力点を置いたものと言える。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

①英語音声学の知見に基づく授業を通して、英語の音変化の特徴や法則性を理解し、現状以上に英
語聴解力を向上させることができる。
②習得した英語の音変化の特徴や法則性を日常英会話に応用させるべく、実際に英語を使ってコミ
ュニケーションを図る際、円滑な意思の疎通を可能とする正確な発音ができる。
③習得した英語表現を日常英会話に応用させ、現状以上に英語発話力を向上させることができる。
④各種英語資格・検定試験等のリスニング部門で現状以上の得点をあげるとともに、実用英語運用
能力を向上させることができる。
⑤英文の速読、及び直読直解ができる。
⑥日本と諸外国の市民レベルでの生活習慣や生活文化等の差異を正しく認識し、日本人とは異なる
価値観や行動様式を持つ人々の存在と多様性を理解することができる。
⑦異文化理解の視座から、固定観念で物事を断定せず、常に判断の保留の気持ちと態度を持ってコ
ミュニケーションを図ることができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験70%、受講態度、及び授業中の自発的な演習活動（授業中の発表等）30%、等の総合判定に
よって評価を行なう。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前学習としては、予習時に前週の履修内容を再確認するとともに、出された課題には確実に取り
組んで授業に臨んでいただきたい。事後学習としては、履修事項の復習と指示を行なった音声面の
トレーニングを翌週の授業まで継続させておくことを必須としたい。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

音法、リピーティング、シャドーイング、オーバーラッピング、クイックレスポンス、直読直解、
異文化理解

キーワード/Keywords



英語リスニング‐聞き取るための入門講座（ハンドアウト教材）教科書・教材・参考書/Materials
配布された教材に対する予習復習は必須である。特に、毎時学んだ内容に関し、毎日のトレーニン
グを継続させることによって、実用英米語運用能力の促進が可能となる。従って、復習に力点を置
いた学習姿勢が望まれる。なお、授業時には発表活動（積極的かつ自発的な発言等）が求められる
が、これをポイント制として成績評価の際に加点するため、自主的な姿勢で臨んでほしい。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
授業時には辞書必携です。授業時間内での学習のみで能力を促進させるには限界があるため、例え
ばNHK教育テレビやラジオの語学番組等を視聴、聴取するなど、とにかく毎日英語に接する時間を捻
出することが望まれます。英語に親しむことを習慣にできれば上達は必ず期待できます。限られた
時間ですが、一緒にがんばりましょう!!

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション（授業方針についての説明、教材の配布、アンケートほか）／『なぜ日本人は
英語の聞き取りが苦手なのか？』分析結果の報告と対策法について

第1回

プレテスト、つながる音とカタカナ英語、近似カナ表記、母音、半母音/j/, /w/, /r/第2回

/r/と/l/の発音、子音、調音形式、調音点、有声音と無声音、閉鎖音についての解説第3回

子音の分類表を基にした音素に関する基礎知識の確認、単語レベルの発音クリニック第4回

『音の連結』を聞き取るパターン（リエゾンの原則）、/t/, /d/, /g/の脱落、/t/, /d/のラ行音化第5回

連結しない場合の/l/, /h/の脱落、半母音/j/、/n/+/t/と/n/+/d/による音変化第6回

『閉鎖音の連続による脱落』、『同じ子音の連続による脱落』を聞き取るパターン第7回

『同化』を聞き取るパターン(1)（半母音/j/に絡む音変化①）第8回
『同化』を聞き取るパターン(2)（半母音/j/に絡む音変化②）、『調音点が近い子音の連続』を聞
き取るパターン

第9回

『同化』を聞き取るパターン(3)（/n/の後続音への影響）第10回

On an Airplane(1)第11回

On an Airplane(2)第12回

At an Airport(1)第13回

At an Airport(2)第14回

Taking a taxi、まとめ第15回
定期試験

※上記授業内容に関する補足
基本的な音法を習得した後に旅行英会話等への応用を試みるが、トレーニングに加え、毎回詳細に
解説を施す予定であるため、上記の進度設定が変動する場合もある。

第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 7

2019/04/08～2019/07/24開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590009020190590009050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11113_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅰ／Comprehensive EnglishⅠ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

古場　なおみ／Koba Naomi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

古場　なおみ／Koba Naomi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

古場　なおみ／Koba Naomi

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room

経済
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

kobaknke▲yahoo.co.jp（メールを送信する際は▲を@に置き換えて送信してください）担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

講義の前後担当教員オフィスアワー/Office hours
（１）留学生の日本文化体験を元にした教材を用い、生きた英語に触れ、また、語彙、リスニング
、スピーキング等のエクササイズによって総合的なコミュニケーションの向上をはかる。（２）日
本文化や日本での生活をダイアログで学習する。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

訪日留学生が日本滞在中に出くわすいろいろな場面の英会話を練習し、国際的なコミュニケーショ
ンの道具としての英語力を身につける。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　□多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
□C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験40％、小テスト、出席、授業への取り組み60％
成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

授業前の予習、次回小テストのための復習必須事前、事後学習の内容/Preparation & Review

日本文化や日本の生活を英語で表現キーワード/Keywords

WELCOME　TO NIPPON!　Building International Friendship (朝日出版社)教科書・教材・参考書/Materials
毎回、予習の上で授業に臨むこと。オリエンテーションを除き５回欠席（2回遅刻で１回欠席とみな
す）で失格とする。

受講要件（履修条件）/Prerequisites

長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006 （FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)

授業中に指示学生へのメッセージ/Message for students



実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

自己紹介、授業の進め方、評価等の説明第1回
WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship: Unit 1 (Giving Directions and
Helping)

第2回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship: Unit 2 (Talking about Yourself)第3回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 3 (Host Family)第4回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit4 (Commuting by Train)第5回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 5 (Taking Classes)第6回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 6 (Talking with a Teacher)第7回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 7 (Finding Friends)第8回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 8( Potluck)第9回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 9 (Sumo)第10回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 10 (Four Seasons)第11回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 11 (Green Tea)第12回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 12 (Japanese Food)第13回

WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 13 (Part-time Jobs)第14回
WELCOME TO NIPPON! Building International Friendship Unit 14 (Shopping at a Clothing
Shop)

第15回

期末試験第16回



学期／Semester
2019年度／Academic Year　後期
／Second Semester

曜日・校時／Day・Period水／Wed 7

2019/09/30～2020/01/22開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590011020190590011050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11213_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅱ／Comprehensive EnglishⅡ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

丸山　真純／Maruyama Masazumi, 新井　恭子／Kyoko Arai

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

丸山　真純／Maruyama Masazumi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

丸山　真純／Maruyama Masazumi, 新井　恭子／Kyoko Arai

Ａ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style1, 2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

arai-k@kwassui.ac.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address
非常勤講師控室

担当教員研究室/Office

arai-k@kwassui.ac.jp担当教員TEL/Tel
オフィスアワー：水曜日19:00̃19:40 またはメールで.(質問はメールでも受ける。arai-
k@kwassui.ac.jp)

担当教員オフィスアワー/Office hours

本授業の目的は、高校までに学んだ総合的な英語運用能力を基盤にして、日本に進出してきた外資
系企業のリーディングテキストを読み、それぞれのケーススタディをやりながら、仕事で使う英単
語（ビジネス英語、マーケティング英語）を学ぶことである。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

到達目標は、「英語で書かれたビジネスニュースを読むことができるようになる」、「TOEIC500点
取得レベルの単語・文法を暗記する」、「英語によるビジネス関連の情報をインターネットを使っ
て収集し、プレゼンテーションにまとめることができるようになる」、「簡単で効果的なプレゼン
テーション（グループ）ができるようになる」ことである。

授業到達目標/Course goals

□主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　■協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
■E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
　語学習得は自主性と持続性が重要である。自主的が出るためには、学習目的があってそれによる
モチベーションが生まれる。就職活動のためにTOEIC600点必要、などといった英語学習の目的・目
標を作らせ、目標に到達するために自分で学習計画を作らせる。
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

内容理解・単語確認小テスト(10点×2回=20点)＋プレゼンテーション課題・レポート（35点）+定期
試験（35点）＋授業への取組み（10点）=合計100点のうち60点以上を合格とする。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

最終プレゼンテーションを作成するために必要なビジネス関連情報（英語）を英語のWEBニュースな
どを読んで収集すること。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

外資系企業、マーケティング用語（日英）、異文化間ビジネスキーワード/Keywords
『Reading for Success 企業研究で学ぶ実用英語リーディング　Doing Business in Japan』、有光
奈美・新井恭子他著、音羽書房鶴見書店、2010年

教科書・教材・参考書/Materials

受講要件（履修条件）/Prerequisites
長崎大学て�は，全ての学生か�平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨け�となり 得
る社会的障壁の除去及ひ�合理的配慮の提供に取り組んて�います。授業における合理的配 慮等の
サホ�ートについては，担当教員(上記連絡先参照)または「アシスト広場」(障か�い 学生支援室)
にこ�相談下さい。 アシスト広場(障か�い学生支援室) 連絡先　(TEL) 095-819-2006 (FAX)095-
819-2948 (E-MAIL) support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)



積極的な授業参加を期待します。
学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

授業の進め方、評価の仕方を説明、グループ作り（英語で自己紹介）1

コカコーラジャパン研究2

アップル社研究3

ワーナーミュージックジャパン研究4

第1回理解度・単語テスト、H&M研究5
英語で映画鑑賞（「Googleインターンシップ」）IT専門用語と映画の英語表現の聞き取り・書き取
りテスト実施

6

エア・カナダ研究7

USJユニバーサルスタジオジャパン研究8

P&Gプロクター＆ギャンブル社研究9

第2回理解度・単語テスト、プレゼン準備（テーマ、企業を決める）10

効果的なプレゼンテーションの作り方（１）構造とイントロダクション・コンクルージョン11

効果的なプレゼンテーションの作り方（２）ボディ（本論）12

効果的なパフォーマンス（発表練習）13

プレゼンテーション大会A班14

プレゼンテーション大会B班15

定期試験(ビジネス・マーケティング英単語と表現）を実施16



学期／Semester
2019年度／Academic Year　前期
／First Semester

曜日・校時／Day・Period木／Thu 7

2019/04/08～2019/07/25開講期間／Course duration

必修選択／Required / Elective
単位数(一般/編入/留学)／Credits

必修／required 1.0/1.0/1.0
(General /Transfer/Overseas)

時間割コード／Time schedule code 科目番号／Course code0590013020190590013050

科目ナンバリングコード／Numbering codeGEEN 11313_032

授業科目名／Course title ●総合英語Ⅲ／Comprehensive EnglishⅢ

編集担当教員／Instructor in charge of the
course syllabus

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（科目責任者）
／Instructor in charge of the course

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

授業担当教員名（オムニバス科目等）
／Instructor(s)

吉村　宗司／Yoshimura Soshi

Ｂ科目群　外国語科目（既習）, 外国語科目, Ｂ科目群　外国語科目（英語）, 外国語科目科目分類／Course Category

講義形態／Course style2, 3, 4 演習／Seminar対象年次／Intended year

［経済］新館１０１（講義室）教室／Class room

夜間主コース2年生
対象学生（クラス等）  /Intended year
(class)

soshi@tea.ocn.ne.jp担当教員Eメールアドレス/E-mail address

非常勤講師控室担当教員研究室/Office

担当教員TEL/Tel

授業終了後（21:10～／授業時の教室）担当教員オフィスアワー/Office hours
本講座は、単なるテキストに忠実な英文講読的演習のみを目的とするものではなく、テキストの英
文を通して文化的差異に関する情報を収集し、文化にアプローチを試みながら、異文化理解の促進
を第一義的な目的に据えるものである。市民レベルでの生活習慣、生活文化等の文化的差異を正し
く認識し、日本人と英語圏の人々の思考過程・価値観・行動様式について、実相への理解を追究す
ると同時に、比較文化的視座から具体的例証に基づいてその論理の相違を実証的に解明、考察して
いくことが本講座の究極のテーマとなる。

授業の概要及び位置づけ/Course overview

①英文の速読、及び直読直解ができる。
②日本と諸外国の市民レベルでの生活習慣や生活文化等の差異を正しく認識し、日本人とは異なる
価値観や行動様式を持つ人々の存在と多様性を理解することができる。
③異文化理解の視座から、固定観念で物事を断定せず、常に判断の保留の気持ちと態度を持って異
文化圏の人々に接することができる。
④日本の伝統と文化を尊重する態度を堅持することができる。

授業到達目標/Course goals

■主体性／Autonomy　□汎用的能力／Generic Competence　□倫理観／Ethics　■多様性の理解
／Understanding Diversity　□協働性／Cooperativeness　□考えをやり取りする力／Ability to
exchange ideas　■国際・地域社会への関心／Interest in international / local society　

知識・技能以外に、この授業を通して身につけ
て欲しい力（１つ以上３つまで）/Abilities
other than knowledge and skills acquired
mainly through the course ( pick 1 to 3 )

■A.授業内容の理解度を確認したり自分で考えさせたりする活動 <br>/ Activities to check  the
degree of comprehension of the contents to the lesson or to think over
■B.多角的に考えるために他者と関わる活動 <br>/ Activities involving others to think from
various perspectives
■C.技能修得のために実践する活動 <br>/ Activities to practice for acquiring skills
□D.問題解決のために知識を総合的に活用する活動 <br>/ Activities that comprehensively
utilize knowledge to solve problems
□E.上記以外の学生の思考の活性化を促す授業手法 <br>/ Teaching methods to stimulate
students' thinking other than the above
□F.教員からの講義のみで構成される <br>/ It consists only of lectures from teachers

学生の思考を活性化させるための授業手法
/Teaching method to stimulate students'
thinking

定期試験70%、受講態度、及び授業中の自発的な演習活動（授業中の発表）30%、等の総合判定によ
って評価を行なう。

成績評価の方法・基準等/Method of
evaluation

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・授業方法（学習指導方法
）/Course contents of each lesson

事前学習としては、予習時に前週の履修内容を再確認するとともに、出された課題には確実に取り
組んで授業に臨んでいただきたい。事後学習としては、履修事項の復習、及び異文化理解につとめ
る姿勢を持って、積極的に異文化に関する情報を収集しておくことを求めたい。

事前、事後学習の内容/Preparation & Review

速読、直読直解、異文化理解キーワード/Keywords

Cultural Differences （ハンドアウト教材）教科書・教材・参考書/Materials
配布された教材に対する予習復習は必須である。上述の通り、授業時には発表活動（積極的かつ自
発的な発言等）が求められるが、これをポイント制として成績評価の際に加点するため、自主的な
姿勢で臨んでほしい。

受講要件（履修条件）/Prerequisites



長崎大学では，全ての学生が平等に教育を受ける機会を確保するため，修学の妨げとなり得る社会
的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り組んでいます。授業における合理的配慮等のサポートに
ついては，担当教員（上記連絡先参照）または「アシスト広場」（障がい学生支援室）にご相談下
さい。
アシスト広場（障がい学生支援室）連絡先
（TEL）095-819-2006（FAX）095-819-2948
（E-MAIL）support@ml.nagasaki-u.ac.jp

アクセシビリティ/Accessibility (for
students with disabilities)

備考（URL）/Remarks (URL)
言語と文化は表裏一体と言われますが、言語を習得するためには、その言語を使用する人々の日常
を反映する文化やコミュニケーション事情についても同時に学ぶことが大切です。本講座の受講を
機に、英語国民とのコミュニケーション・ギャップや文化摩擦の根底にあるものを認識し、日本人
が世界とより深く交わるためには何が必要なのかを模索していただきたいと思います。諸国の違い
は多岐にわたりますが、違いを知ることによって共存への道を探ることが今後一層求められていく
時代になるものと思われます。常に海外の事情に対しても注視する姿勢を保ち続けてください。

学生へのメッセージ/Message for students

実務経験のある教員による授業科目であるか
（Y／N)/Instructor(s) with practical
experience (Y / N )
実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づ
く教育内容（実務経験のある教員による授業科
目のみ使用）/Name / Details of  practical
experience / Contents of course
授業計画詳細／Course Schedule

回(日時)／Time(date and time)授業内容／Contents

オリエンテーション（授業方針についての説明、教材の配布、アンケートほか）第1回
日米文化比較～Where Do Stereotypes come from?（Ⅰ）～

第2回

日米文化比較～Where Do Stereotypes come from?（Ⅱ）～
第3回

日米文化比較～Mayumi's Ideal Man（Ⅰ）～第4回

日米文化比較～Mayumi's Ideal Man（Ⅱ）～第5回

日米文化比較～Dinner with a Japanese Family（Ⅰ）～第6回

日米文化比較～Dinner with a Japanese Family（Ⅱ）～第7回

日米文化比較～Dinner with a Japanese Family（Ⅲ）～第8回

日米文化比較～Dinner with a Japanese Family（Ⅳ）～第9回
日米文化比較～Gardens without Flowers（Ⅰ）～

第10回

日米文化比較～Gardens without Flowers（Ⅱ）～
第11回

日米文化比較～Gardens without Flowers（Ⅲ）～
第12回

日米文化比較～ Hiroshi’s Lesson（Ⅰ）～
第13回

日米文化比較～ Hiroshi’s Lesson（Ⅱ）～
第14回

日米文化比較～A young Wife from America～、まとめ第15回
定期試験

※上記授業内容に関する補足
履修内容に関する解説や提示したアジェンダに対する発表活動により、上記の進度設定が変動する
場合もある。

第16回
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